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(上段)」R吉 祥寺駅周辺 (東京都武蔵野市)に おける実証実験前 (左)と 実験中 (右)
(下段左より)丸 ビル (東京駅前)地 下の貨物専用駐車場、天神地区共同輸送1菊共同荷集配場、天神地区共同輸送|力集配車 (イエローバー ド)(福 岡市)
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このように、端末物流のための貨物車による荷さばき駐

車需要への対応は、大丸有地区の駐車場においては重要な

課題です。大丸有地区の大規模ビルにおける物流交通は、

発生集中量が大量であり、ビルヘの搬出入のほとんどを貨

物車に依存しています。

このため、地域ルールの適用に当たっても、荷さばき交

通への対応については、特段の配慮を求められています。

開発事業者により策定される駐車場の整備 ・運用計画に

おいて、荷さばき駐車施設は、各々の建築物の特性に応じ

た需要推計と運用計画の策定を行い、必要な容量を確保す

ることを原則としています (図-3)。

図-3 大丸有地区の地域ルールによる附置義務基準の緩和

と荷さばき駐車施設整備の考え方

端末物流のための荷さばき駐車施設の必要量は、荷の集

配作業の効率によって左右され、特に、縦持ち動線の長い

高層ビルの場合には、館内の集配システムの処理能力によ

って左右されます。

このため、近年竣工した大規模な複合用途のビルにおい

ては、館内共同集配システムを構築し、荷さばき作業の効

率化を図っている例があります (図-4)。 館内の集配作業

図-4 Aビ ルにおける館内共同集配システムの概要

直
納
業
者
の
集
配

〈ビルマネジメン トによる物流管理〉

・エレベーター運行管理
・荷さぱきスペース管理

荷さばき駐車場管理
・直納業者管理
・事務全般

物流センターでの共同作業

幹事会社以外の物流の受 け入れ

・書勢学東リメントヘの有償委託

と貨物車による物流交通との結節機能を導入し、館内の集

配をシステム化することによって、貨物車の駐車時間を短

縮し、荷さばき車の効率的な発着を可能としています。

また、地区内の多くの駐車場の管理運営を行う丸の内パ

ークイン加盟駐車場においては、荷 さばき車については、

30分までの駐車を無料とするサービスを提供 しています。

複数の大規模ビルにおいては、運送事業者が地下駐車場

に貨物車用の駐車スペースを借り、周辺のビルも含めた集

配送ltl点として利用しています。

現在建設が進められている東京駅八重洲口開発において

は、再開発にあわせて、東京駅八重洲口駅前広場の拡張に

よる交通環境の整序を行うとともに、都市計画駐車場と一

体的な駐車場の整備と管理運営を計画し、さらに、東京駅

関連物流のための荷さばき駐車施設の受け入れを計画して

います。

駐車場のネットワークについても、運営面での連携に加

え、物理的にも、再開発計画推進協議会によって策定した

「まちづくリガイドライン」に、既存の都市計画駐車場を含

む東京駅周辺のビル群の駐車場相互を結ぶ地下ネットワー

クの形成を位置づけ、貨物車交通の円滑化にも資すること

を計画しています (図-5)。

図-5 ビルを結ぶ地下ネットワーク化のイメージ

出典 :東京駅周辺地区における都市基盤の整備 ・誘導方針検討調査 (1998)

大丸有地区における物流交通への対応は、地区の物流を

マネジメントすることにより、環境にやさしく効率的、か

つ円滑な物流を実現することを目指し、総合的に施策を展

開していこうと考えに基づくものです。

現状では、ここに紹介したように、再開発計画にあわせ

て、地区のロジスティクスインフラの構築を進めている段

階にあります。

今後は、物流事業者との連携を含め、ソフト、ハード両

面で取り組むエリアマネジメントヘと発展させていこうと

考えています。

これまでの附置義務の運用

一般車駐車施設

建築物の用途と面積に応して

駐車施設の附置を義務づけ

荷 さばき駐車施設

附置義務台数の内数とし

10台まででよいとされていた

地域ルールによる基準の緩和と

荷さばき駐車施設整備の考え方

: 地区の交通特性に応 じて :

:  附置義務基準を緩和  :

一般車駐車施設

需要推計により

必要台数を確保
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